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A	writer-turned-caregiver	and	an	ornery	teen	with	muscular	dystrophy	bond	after	they	set	off	on	a	road	trip	in	search	of	offbeat	landmarks	and	adventure.Starring:	Paul	Rudd,	Craig	Roberts,	Selena	GomezTRAILERFundamentals	of	Caring	(Trailer)TRAILERTrailer:	See	the	WorldDrama	Movies,	Comedy	Movies,	Independent	Movies,	Movies	Based	on
Books,	Social	Issue	DramasWitty,	Understated,	Dark	Comedy,	Independent,	Road	Trip,	Critically	Acclaimed,	Based	on	a	Book,	Heartfelt,	Social	Issues,	Dramedy,	MovieEnglish	-	Audio	Description,	English	[Original]Paul	Rudd,	Craig	Roberts,	Selena	Gomez,	Jennifer	Ehle,	Megan	Ferguson,	Frederick	Weller,	Bobby	CannavaleTrainwreck:	The	Astroworld
TragedyTitan:	The	OceanGate	Submersible	DisasterFor	your	phone,	tablet,	laptop	and	TVFor	your	phone,	tablet,	laptop	and	TVImmersive	sound	(spatial	audio)For	your	phone,	tablet,	laptop	and	TV	映画「思いやりのススメ」のあらすじをネタバレ解説。予告動画、キャスト紹介、感想、レビューを掲載。ストーリーのラストまで簡単に解説します。	2019/6/25	更新	この
解説記事には映画「思いやりのススメ」のネタバレが含まれます。あらすじを結末まで解説していますので映画鑑賞前の方は閲覧をご遠慮ください。	思いやりのススメのネタバレあらすじ：起	作家のベンは、息子の死をきっかけに執筆することができなくなってしまいました。妻には離婚を迫られていましたが、２年半も断わっている状態が続いています。そんなある日、ベンは介護士資格を取得
し、トレヴァーという少年の介護をすることになりました。	トレヴァーは、デュジェンヌ形筋ジストロフィーという病気で手足を十分に動かすことができません。トレヴァーは性格がひねくれており、介護の人に嫌がらせをすることが趣味になっていました。しかし、ベンはトレヴァーに対して友達のように接することで、意気投合していくようになります。	思いやりのススメのネタバレあらす
じ：承	トレヴァーの母親エルサは非常に過保護で、木曜日に公園に行く以外はトレヴァーを外出させることはありませんでした。トレヴァーの父親は息子の病気が発覚した３歳のときに出ていってしまいます。頻繁に父親から手紙が届いていましたが、トレヴァーはしばらくそれを読んでいませんでした。	それをベンは読ませようとしましたが、トレヴァーと喧嘩になってしまいます。エルサか
ら、息子が介護士に心を開いたのは初めてだと言われますが、深入りをするなと釘を刺されてしまいます。トレヴァーは世界一深い穴と、世界一大きい馬ルシファーに興味を抱いていました。ベンはそこへトレヴァーを連れていこうとしますが、長い旅路になります。これにエルサは大反対しますが、ベンの熱意に折れます。	思いやりのススメのネタバレあらすじ：転	たくさんの医療器具、クスリ
を念入りにチェックをして、トレヴァーの初めてのドライブが始まります。道中にトレヴァーは様々な初体験をします。ガススタンドのトイレで立ちションをしてみたり、女の子に一目ぼれをしたりしました。世界一大きい牛ルシファー見る夢も叶いました。すると、トレヴァーは父親に会いたいと言い出します。ベンは賛成をします。	レストランで休憩をしていると、先ほど一目ぼれした女の子に
また出会いました。その子はヒッチハイクをしており、ベンとトレヴァーは車に乗せてあげることにします。その女の子の名前はドット。トレヴァーとドットは車内で会話をはずませました。ベンは怪しい車が後をつけていることに気付きますが、様子を見ることにします。	トレヴァーの父親の職場へ行く途中に妊婦が車を故障させて困っているところに遭遇します。その妊婦も車に乗せてあげるこ
とにします。遂にトレヴァーは父親と再会を果たします。今までのくれた手紙の返事を渡すと、父親は手紙を送ったことがない。多分エルサが送ったのだろうと言いました。トレヴァーはすぐにその場を後にしました。	思いやりのススメの結末	世界一深い穴に到着し４人で観光を楽しみます。その間にベンは尾行している車に近づき、なぜこんなことをするか尋ねると、彼はドットの父親で、娘が
心配で後をつけていたと言います。	その頃、世界一深い穴で妊婦に急に痛みが襲って着ました。そしてその場で元気な赤ちゃんを出産します。ドットはここから父親と一緒にデンバーへ向かうことにします。トレヴァーとはここでお別れです。二人はお別れのキスをします。	その後、トレヴァーは世界一深い穴に向かって、ベンの助けを借りながら立ちションをしてテンションがMAXになります。
旅から無事戻ってきて、ベンはトレヴァーの介護士を辞めます。ずっと渋っていた離婚届を出すことができました。そして、ベンはトレヴァーについての執筆を始めるのでした。	以上、映画「思いやりのススメ」のあらすじと結末でした。	暖かい人間関係が魅力的勇気を出すことの大切さが描かれている父との関係性が切なく感動的ロードムービーとしての楽しさがあるユーモアと心温まる物語が
絶妙に混ざっているこの情報はユーザーの感想を元に自動生成しています3.810,450件のレビュー4.1	-	5.022%3.1	-	4.072%2.1	-	3.05%1.0	-	2.01%原題に含まれるCaringという単語には、「介護」と「思いやり」って2つの意味があるらしい。日本だと暗くなりそうなテーマが、海外の(アメリカの？)文化らしい軽快さで描かれているのが面白かった。「最…>>続きを読む重すぎるシーンがな
くて、最後までほっこり見ることができた。心通わせるストーリーと旅の仲間が増えていく感じ、いいねえ【介護士と体が不自由な少年との関係を描いた心温まるドラマな作品】"コメディタッチで重くなり過ぎず、最後まで同じテイストが良かった!""みんな口は悪いけど、優しく温かみを感じる!">>続きを読むお料理しながらだったから粗々にしか観れてない気はするけど。良くも悪くも既視感の
ある作品。テーマやテンポ感は安心感があり、「そうだよね」って感じ。登場人物が総じて綺麗でした。これ、すごく好きでした。無駄がなく分かりやすいストーリーで、喜怒哀楽がギュッと詰まってる映画だと思います。まず、ロードムービー最高！そして、ローカルな名所巡りというのもアメリカ大好きな私にと…>>続きを読むゆったり落ち着いた休日にぴったりな映画！心にゆとりをもとう
と思えるような素敵な映画体験だった。ポール・ラッドはこういうちょい抜けてるけど頼れるお父さんキャラが似合いすぎてるなw途中で出会う女性2人が主人公と少年にとっていい刺激になって今後の人生を前向きに捉えれるようになったと思う目的地が違ってそれぞれ違う悩みがあったけど人生一度きりだから悔いのないように生きたい良質なロードムービーでした。旅の中で、徐々に打ち解けて
いく…という点ではありきたりに感じるかもしれませんが、なんていうか心に残ります。今年最高の一本です。シーンやストーリー、表情と手の込んだ言い回し、そしてそれを台無しにしない字幕、全てが笑顔で拍手したいほど良い映画でした。旅は道連れ世は情けクソガキ・・・もとい、少々自由奔放な筋ジストロフィーの少年と心に傷を持つ介護士との心の交流のロードムービー。中盤までは旅
の出逢いやそれぞれの人生模様やハプニングやクソオヤジ…>>続きを読む	『思いやりのススメ』は、ポール・ラッドの主演の介護士ベンと身体の不自由なトレヴァーと心の交流を描いたロードムービー。	介護の基本の５つ、「問いかけて、聞いて、よく見て、手伝い、また問う」をベースに、人と人にとって何よりも必要なコミュニケーション、思いやりを持つことの大切さを、ユーモラスに描い
ております。	ポール・ラッド演じる息子を失い心に傷を負ったベンと、心を閉ざして臆病なトレヴァー、道中で出会ったヒッチハイクのドットもメンバーに入れた3人の心のひだにふれる、優しい気持ちになれる作品です。	・介護士としての初仕事	・家を飛び出そう	・実は臆病なトレヴァー	・自分の殻を破るきっかけ	それでは『思いやりのススメ』をレビューします。	＼＼『思いやりのスス
メ』』を見るならここ!!／／独占配信のNetflixで見る	【ネタバレ】『思いやりのススメ』あらすじ・感想	初仕事の担当は、毒舌トレヴァー	介護士認定を受けたばかりのベン(ポール・ラッド)が、面接に訪れたのは、9か月前にイギリスから大手銀行の支店長として転勤してきたイギリス人のエルサ(ジェニファー・エール)の自宅。	デュシェンヌ型筋ジストロフィーを病にもつ息子をもつエルサは、
まだ介護士としての実績も経験のないベンに難色を示すものの、	そこに乱入したトレヴァー(クレイグ・ロバーツ)の、「アンタは、どんなふうにボクのケツを拭いてくれるの？」との問いに、	「ケツに、クソが残らないよう、しっかりと拭く。」と大真面目な答えをしたベン。	気難しく、面倒くさいトレヴァーは、その答えが気に入った様子で「合格」と、即決。	エルサはベンをトレヴァーの介護
士として雇うことにしたのでした。	トレヴァーの日課は、起床もテレビも毎日ぴったり同じ時間、食事も朝昼晩と、ワッフル２つとソーセージ1本だけで、それ以外は食べずに、全てを栄養剤で補っているといいます。	寝るときには、呼吸器をつけ、出かけるのは、週に1回、公園に出かけるときだけ。	ルーティンを守らないとパニック障害を起こすというトレヴァーは、それでも10代の男子、毒を
吐きまくり苦しがるふりをしたり、	シャレにならないいたずらで、ベンを困らせては喜ぶ悪魔ぶり。	そんなトレヴァーの憎まれ口にも、慣れて、気にすることなく、トレヴァーの病状さえもネタに返すようになったベンを、トレヴァーはだんだんと慕うようになるのでした。	蔵商店	ベンの介護士面接でのトレヴァーとの「クソネタ」は、この作品のキーワードです(笑)ティーンエイジャーらしく、
くだらないセックスネタをいうトレヴァーに、ベンもしょうもない下ネタで応戦するという、コミュニケーションの王道も満載。	いたずらばかりのトレヴァーに、ハイハイハイと雑に返すさまが妙にツボでした。	嘘から出た誠　「世界一深い穴」を目指すドライブ旅行	息子を亡くし、立ち直れずにいるベンに、心無い言葉を投げてしまったトレヴァー。	怒ったベンに、「お前なんかクソだ！家に閉
じこもって人生をムダにしている。」と怒鳴られ、ムキになったトレヴァーは、母のエルサに、「ベンにドライブ旅行に誘われた。」とまるで逆のことを口走ったのです。	怒鳴ったことで、エルサとトレヴァーとの関係が悪化するとばかり思っていたベンは、あっけに取られたものの、トレヴァーを外に連れ出すいい機会だとトレヴァーの嘘にのっかることにします。	てっきり、母にベンとのドラ
イブ旅行を反対されると思い込んでいたトレヴァー。	エルサとベン旅を前向き検討するのをみて、怖気づくも、後の祭り。	母が出張で不在の一週間を使ってトレヴァーが、作っていた奇妙な博物館や史跡のあるアメリカの「ダサい名所マップ」をめぐることにしたのでした。	イギリスにいたときも、アメリカにきても自宅を閉じこもったまま、どこにも出かけたことがなく弱気になるトレヴァーの
背中を押し、トレヴァーの地図にある「世界一深い穴」を目的地として、ふたりは車を出発させたのでした。	蔵商店	トレヴァーの無神経な言動に本気でキレたベン、トレヴァーの日頃の生活を「クソ、クソ、クソ」と全否定！	それを気にしたトレヴァーは、心にもない大ボラをふくのにはビックリ…ベンも、トレヴァーの思いもよらない反撃に、は？と驚くのだけど、	「そうだ！旅に出よう！」と
すぐに前向きに切り返すところがすばらしい。	介護の基本、「何事も前向きな姿勢」の実践をするいい介護士なのです。	ベンに怒鳴られ、ムキになったことが実現に向かうと、途端に尻込みをするトレヴァーが、ただの駄々っ子じゃなく、彼の本音が繊細に透けてみえる、ぐいぐいと引きこまれるストーリー展開なのです。	旅の仲間に加わったヒッチハイカーのドット	イギリスでも、アメリカにい
る今もほとんど外に出たことのないトレヴァーは、これまでの威勢の良さは消えて、不安な気持ちでいっぱい。	体の不自由なことで、出来ることさえも諦めてしまっていたトレヴァーは、新しいチャレンジをけしかけるベンに応戦する形で、少しずつ勇気を出し始めるのでした。	そして、ベンとの旅で、3歳のころに出て行ったアメリカ人の父のいるソルトレイクシティにも立ち寄るとも言いたしだ
のです。	道中に知り合ったヒッチハイクの女の子のドット(セレーナ・ゴメス)を、トレヴァーが気にするのに気づいたベン、話かけて「車の乗るように話しかけてこい！」とけしかけたのに、自分のヘタレ心に負けて、きびすを返して車いすで戻ってくるトレヴァー。	そんな本当は臆病なレヴァーの気持ちに寄り添い、ドットを車に乗るように誘うベン。	ベンとトレヴァーの車に同乗することに
なったドットは、デンバーの美術学校をめざす21歳の元気な女の子。	明るく、物怖じしないドットとの旅は、体の不自由なことでいろんなことを諦めていたトレヴァーに、勇気と自信をもつきっかけとなるのでした。	蔵商店	トレヴァーとの旅で、ベンの発揮する介護の基本。	「「問いかけて、聞いて、よく見て、手伝い、また問う」。	家では横暴極まりないトレヴァーでしたが、外の世界では周
りに気を使って、自分の本当の気持ちをうまく表現できないトレヴァーとよく話して、よく見ています。さりげないその姿は、介護士でなくとも、相手の気持ちを尊重することが基本だといえるのです。	ヒッチハイカーのドットは、トレヴァーの頭の良さをすぐに見てとり、自然に受け入れて、そこが気持ちいいのです。	ドットをデートに誘おうと、不自然なベンとトレヴァーにクスっと笑って、
サラッと「じゃ、準備が出来たら声かけて」と自然に去る、ドットが、チャーミングで、たまりませんでした。	「世界一深い穴」での世紀の立ちション	車が故障して困っている妊婦のビーチズ(メーガン・ファーガソン)も旅の道連れに4人で、到着したトレヴァーの父のいるソルトレイクシティ。	3歳の自分を置いて家を出て行って以来、会ったことのない父親のボブ(フレデリック・ウェラー)との
最悪な再会にショックを受けるトレヴァー。	父親への複雑な想いをベンにぶつけ、ケンカになったふたり。そんな険悪なムードの中でも、ドットにお尻をたたかれ、向かった「世界一深い穴」で、なんとピーチズが産気づいてしまい、ペンは子供を取り上げることになってしまうのです。	そして、そこはベンやトレヴァー、さまざまな想いが交錯する旅、ドッドとピーチズとの別れを意味していた
のでした。	ドットとピーチズが去り、意気消沈するトレヴァーに、ベンが手助けしたのは、立ち上がることの出来ないトレヴァーの、「世界一深い穴」での世紀の立ちションだったのでした。	『思いやりのススメ』あらすじ・ネタバレ感想まとめ	以上、ここまで『思いやりのススメ』をレビューしてきました。	・「世界一深い穴」への旅	・話をきくことと、相手に寄り添うことの大切さ	・チャレ
ンジは、続けるもの	・一歩前に踏み出したトレヴァーとベン	『思いやりのススメ』は、難病をもち車いすのトレヴァーにふりまわされ気味だった介護士ベンの楽しくも、ちょっぴりせつない旅の物語です。	家にこもって、シャレにならないいたずらと憎まれ口ばかりたたくトレヴァーをドライブ旅行に連れ出したベン。心を閉ざすトレヴァーを、軽くいなすベンと、道中に加わったヒッチハイクの
女の子のドットが、トレヴァーの心の鎧を少しずつはずしていくのに、心が温まります。	コミュニケーションをとるということは、相手をよくみて、よく聞くこと。相手の気持ちに寄り添い、お互いを知れば知るほど痛い所に手が届くようになる、助け合いとはそこから始まるのです。	友情を育むには、ケンカもするし、動揺もある、でもそれは、コミュニケーションがあればこそ。	「人生は、そ
うクソでもないさ‥」と最後にそうつぶやくベンもまた、トレヴァーに触発され、かたくなだった自分の心を解放して、つきものが落ちたようなすっきりとした表情をみせるのです。	蔵商店	人と人とは、交流あってのもの、『思いやりのススメ』は、どんなときも、どんなことにも心を開き、耳を傾けること、そして助け合うことが大切だということを思い出させてくれる心憎い作品だと思います。
ぜひ、ご覧ください。	＼＼『思いやりのススメ』』を見るならここ!!／／独占配信のNetflixで見る	Netflixを楽しむなら「eo光ネット	Netflixパック」がおすすめ！　こちらはeo光ネットとNetflixのスタンダードプランがセットになったプランです。新規・乗り換えお申し込みでNetflix最大1年分プレゼント！	＼＼「eo光ネット	Netflixパック」を詳しく見る／／eo光ネット	Netflixパック	配信
開始日：2016年6月24日	心に傷を抱える介護士の男性と難病を抱える少年が織り成す旅を、「アントマン」のポール・ラッドと「サブマリン」のクレイグ・ロバーツ共演で描いたロードムービー。ある出来事をきっかけに作家の道をあきらめ、介護士として働きはじめたベン。初めての仕事で、筋ジストロフィーを患う車椅子の少年トレバーの介護を担当することになった彼は、気難しいトレバー
と時にぶつかり合いながら次第に心を通わせていく。そんなある日、ベンは毎日のほとんどを自宅の中だけで過ごすトレバーを外の世界へ連れ出すべく、トレバーが地図で眺めていた「世界で1番深い穴」を目指して車で旅に出る。共演に「スプリング・ブレイカーズ」のセレーナ・ゴメス。Netflixオリジナル作品。	2016年製作／97分／アメリカ原題または英題：The	Fundamentals	of	Caring
配信：Netflix配信開始日：2016年6月24日	映画タイトル：思いやりのススメ原題：The	Fundamentals	of	Caring製作年：2016年　アメリカ監督：ロブ・バーネット心に傷を負う介護士の男性と、難病の少年が織りなすロードムービーです。旅によって2人が得たものは、生きる希望とかけがえのない友情ー、という王道ストーリーがほどよく心に染みる映画です。キャスト・ポール・ラッド
（ベン）辛い過去を持つ男性　トレヴァーの介護士となる・クレイグ・ロバーツ（トレヴァー）筋ジストロフィーのため車いす生活を送る少年・セレーナ・ゴメス（ドット）旅の途中で知り合う少女　家出中？・ジェニファー・イーリー（エルサ）旅の途中で知り合う女性　妊娠中映画『思いやりのススメ』の見どころと感想Netflix不注意で幼い息子を死なせてしまったことから生きる希望を失った
ベン。作家としても書けなくなり廃業。妻と関係も修復不可能な状態のなか、なんとか再出発したいと就いた仕事はトレヴァーの介護でした。トレヴァーは筋ジストロフィーを患い、排泄や移動に介助が必要な状況で引きこもりがち。父親に捨てられ、母親と2人の生活の中で楽しみはTVとネットだけ。将来の希望もなく心はひねくれています。新米介護士のベンを試すような行動を繰り返すトレ
ヴァーに対し「外の世界を見ることが必要」と、ベンはドライブ旅行を提案します。テレビで見た風景「世界一大きな穴」を見ること、幼い頃に自分を捨てた父親に会うこと、そして	”立ちション”	をすること。これらトレヴァーの希望を叶えるための2人の旅。その2人の旅に加わる口の悪いわけあり娘。トレヴァーが父親に捨てられたことや、ベンが息子を死なせてしまったことなど、悲しい過去
が明らかになりながら、旅が2人に変化をもたらしていきます。病気のために人生をあきらめていたトレヴァーは、ベンに対する信頼やドットへの初恋を知り成長していきます。一方、トレヴァーも、誰かを助けることで自分が救われると思っていたことに気づかされます。評）何かを言い訳にしてためらう背中を押してくれる1本”傷ついた人の心が、旅によって再生していく”　ありがちな設定では
ありますが、このストレートなメッセージが心にしみるんです。と言っても、”心の傷”をことさら語りすぎることもなく、難病、死別、離婚、というツラい出来事を描きながらも、けしてお涙頂戴にしない演出もいい。97分という長さもちょうどいいんですよ。	↓↓みんなが読んでいる人気記事↓↓	→【2024年】動画配信サービスおすすめランキングに注意！人気を無料や利用者数、売上で比較！
徹底版	→【すぐわかる】動画配信サービスおすすめランキング【忙しいあなたへ】人気を無料や利用者数、売上で比較！簡易版	→映画のレビューを書くと、あなたの好みの映画が見つかります！	Page	2↓↓みんなが読んでいる人気記事↓↓	→【2024年】動画配信サービスおすすめランキングに注意！人気を無料や利用者数、売上で比較！徹底版	→【すぐわかる】動画配信サービスおすすめランキン
グ【忙しいあなたへ】人気を無料や利用者数、売上で比較！簡易版	→映画のレビューを書くと、あなたの好みの映画が見つかります！	ポール・ラッド主演のロードムービーでネットフリックスオリジナルのコメディ映画、思いやりのススメ（原題:The	Fundamentals	of	Caring）難病の青年と過去に心に傷を負った介護士が車で旅行に出て、様々な出会いを経験します。なお、こちらは小説を映画
化したものです。なお、実話からインスパイヤされたが実話ではないようです。ポール・ラッドといえば、アントマンでお馴染みのコメディ俳優で有名ですね！個人的にめちゃくちゃ好きな俳優さんです。	映画『アントマン』ネタバレ感想！アイデア＆ポール・ラッドやばいヒーローの中でもなかなかの異色なヒーローと言っていいでしょう、アントマン（Ant-Man）。	体が小さくなるという従来
のヒーローと...映画の感想としては、非常に優しい作品だな、という感じです。いろいろあるけど、一言で表すなら「優しい」です。また同じような作品は多いですが、この映画は「感動」って感じではないです。笑わせてくれるシーンも多いです。今回は思いやりのススメのあらすじと感想をネタバレありでご紹介します！あらすじ	行きたい場所を巡る当てもない旅で2人が得たものは、生きてい
く希望とかけがえのない友情。体が不自由な青年と、心に傷を負う介護士が織りなす涙と笑いの物語。	Netflixより引用レビュー・感想これ以降はネタバレを含みます。ご注意ください。	正直な感想としては「おもしろい」とか「おもしろくない」って感じではないです。ストーリー的にはありきたりなところもあるし、盛り上がりが多いわけでもないです。派手さはない映画です。ただ、この映画
の良いところはとにかく「優しい」ってことですね。まず主演のポール・ラッド。もうこの人は顔からして優しさがにじみ出てますが、今回の役ベンも非常に優しいキャラクターです。自分の不注意で息子を死なせてしまう、という最も辛い過去を抱え、立ち直れないけどなんとか動き出そうとします。何をするにも顔から優しさがにじみ出ていて「友達になってくれないかな」って感じですよ。も
う一人の主演であるトレヴァー役のクレイグ・ロバーツもひねくれてる感じがすごく出てましたね。どうでもいいですが、俳優のマーティン・フリーマンに似てると思ったのは私だけですかね？そしてドット役のセレーナ・ゴメスも口は悪いけど優しい女の子でしたね。個人的にドットのお父さんが良かったです。娘を思う気持ち。こうゆう「優しい」が散りばめられたいい映画でした。ストーリー
はベンがトレヴァーを勇気付けて旅行に行かせたようですが、実際間接的にはトレヴァーがベンを助けていたわけですね。この映画のレビューを見ると「最強の2人」という映画と比較されたりしていましたが、この部分は逆でした。私には子供はいませんが、ベンの過去の傷は相当でかいのはわかります。攻めるべき相手が自分ですからね。こんなにどうしようもない感はないと思います。やっぱ
り見ている人が一番感じるのはこの部分だと思います。こんな大きな傷でも（もちろん完全に癒えたわけではないが）前向きにしてくれる、って見本を見せてくれたのがこの映画の一番のいいところだと思いましたね。映画を見て、心の傷を癒すのに人の存在は必要不可欠なんだな、と再確認できましたね。↓ポール・ラッドファンの方にはこちらもオススメ↓	何なのコイツ？なイラッと映画『幸せ
の始まりは』ネタバレ感想！豪華キャストの恋愛コメディ映画、幸せの始まりは（原題:	How	Do	You	Know）	プロソフトボールチームから解雇されてしま...


